
布引支部だより 

     

●自粛を守った布引の新年元旦模様！ 

布引支部 牧野 博子 

昨年 11 月中頃から急速に増え出したコロナ

の感染者数は、第 3波となってその勢いを増々

強力にしたまま年を越し、新年を迎えました。 

本来なら新年元旦は、布引みはらし台には布引

山筋の登山会会員さんに加え、初日の出を見学

に来られる 200 人近い市民で大変な賑わいな

のですが、今年は、コロナ感染の大きな原因であ

る「密集」となるのは避けられないとの判断で、

早くから「新年互礼会の中止」が決まっていま

した。したがって毎年行っている国旗掲揚から

始まり、新年のご挨拶、お神酒のふるまいや祝唄

など一連の互礼会次第を行うことが出来ず、少

し寂しい新年の幕開けとなりました。 

  

森林植物園にて 

それでもラジオ体操の始まる前には初日の出を

拝みたい方達が大勢来られ、マスクをされては

いるけれど、少し心配はしました。 

生駒山方面には山の高さより高い位置まで雲が

有りましたが、その上は濁りの無いすばらしい

青空！！ いつもの時間より少し遅れたものの、

初日の出はゆっくりと私達にお顔を見せてくれ

ました！！ 

 

  令和3年（2021年）元旦の初日の出 

 

みはらし台に来られた皆さんの願いは只一

つ！！「コロナが一日も早く終息し、元気と笑

顔が一時も早く戻って来ますように！！」・・・

だったのではないでしょうか？ 

 

 

みはらし台の手作り門松リース 


